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「コア語彙検討会」

• メンバー
– 武⽥英明（NII）
– 菅⼜久直（国連CEFACT）
– 平本健⼆ 内閣官房CIO補佐官
– 泉本央 経済産業省情報プロジェクト室
– ⼭本、⾼澤、⾼橋（⽇⽴）
– 頃末、鈴⽊、⽥代（IPA）

• 開催
– 2⽉27⽇
– 3⽉12⽇, 25⽇
– 4⽉3⽇, 18⽇, 24⽇
– 5⽉8⽇, 15⽇, 28⽇
– 6⽉2⽇, 6⽇, 25⽇
– 7⽉3⽇
– 8⽉20⽇



「コア語彙検討会」

• IMIコアボキャブラリ v1.0(経済産業省調査事業「公共情報交換標準スキームの整備に

関する調査研究（2012年度）」の成果物)をベースに検討
– 意味的検討

• 省庁、⾃治体などの⽤語例、海外事例（NIEM,ISA)を元に検討
– 技術的検討

• 「データベースプロジェクト」、「ツールプロジェクト」、⺠間、⾃治
体ベース等での実験状況を踏まえ、機械可読性、拡張性の⾯から検討

• 公開の状況と予定
– 6⽉6⽇ V.2.0（検証版）を公開

• テクニカルガイドライン（技術者向け仕様書)
• HTMLによる⼀覧表（⼈間向け）
• XML版(マシン向け）
→各地で開催されたアイディアソン、ハッカソンなどで活⽤

– 9⽉上旬 v.2.1（検証版）公開（予定）
→各種実証へ活⽤し、フィードバックを集める

– パブコメの実施
– V2.2公開
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コア語彙検討の状況

4

コア

語彙

1.01

コア語彙検討
会

内容の精査

データ構造
の見直し

コア

語彙

2.0

コア語彙検討
会

プロジェクトか
らのフィード

バック

海外意見聴取

コア

語彙

2.１

2013/6/13 2014/6/6

海外語彙関連機関
※詳細な訪問先の情報は参考資

料を参照

NIEM

EC ISA

schema.org

W3C 他

XML XML

CSV

2014/9

【海外調査、意見聴取】
• 先行する語彙との連携法
• 先進事例との比較
• 開発経験者・有識者からの意見聴取
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CSV



国際協調

語彙の整備を進めている各国の取り組みの間での相互運⽤性向上を
図るための会議第⼀回が開催される（11⽉）

⽶国NIEM, 欧州委員会SEMIC/JOINUP, UNCEFACT, IMI(⽇本）
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欧州委員会主催ワークショップ（11⽉12⽇）
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コア語彙活⽤の例

オープンデータに関するコンテスト等で、
ツール設計やデータ記述の基盤として、
IMIのコア語彙の活⽤が始まっている。
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インターナショナルオープンデータデイ2014

 インターナショナルオープンデータデイとは、世界中の国や都市などの公共
機関が取り組んでいるオープンデータ政策をサポートし、公共データ利用を
促進するためのイベントを世界で同日開催するもの（2月22日開催予定）。
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31都市が参加を表明し、オープン
データに関する様々なイベントが
開催される予定。



インターナショナルオープンデータデイ2014

 2014年2月22日に世界の158都市でOpen Knowledge Foundation主催による

「インターナショナルオープンデータデイ」が開催された。

 「インターナショナルオープンデータデイ」とは、世界中の国や都市などの
公共機関が取り組んでいるオープンデータ政策をサポートし、公共データ利
用を促進するためのイベントを世界で同日開催するもの。

 日本国内では昨年の４倍に当たる、32ヵ所の都市で開催され、1カ国の開催と
しては世界の中では日本が最も多い開催となった。
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出典：http://odhd14.okfn.jp/
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2014/02/international-o-677f.html

開催地一覧 岐阜会場におけるパンフレット

共通語彙基盤の適用事例：AED Search（参考）

 現在点からAED設置場所へのルートを表示し、出発点、AED設置場所、
現在地の３点表示でAEDを取って戻るまでのルートが確認可能。

 位置情報の取得が許可されている場合、起動直後に現在位置から最
寄りのAEDを検索し、AEDへのルートを表示。

18都道府県の190市町村区のデータ
必須項目
LocationName NVARCHAR(MAX), -- 名称
Perfecture NVARCHAR(MAX), -- 都道府県
City NVARCHAR(MAX), -- 市区町村
AddressArea NVARCHAR(MAX), -- 町名以降
Source NVARCHAR(MAX), -- 情報源(URLなど)
オプション
Latitude -- 緯度経度座標系_緯度
Longitude -- 緯度経度座標系_経度
ScheduleDayType -- 利用可能時間
ScheduleDayStartTime -- 開始時間
ScheduleDayEndTime -- 終了時間
FacilityPlace -- 設置場所(※受付横とか)
FacilityNote -- 補足

Id
LocationName -- 場所_地名【名称】
Perfecture -- 構造化住所_都道府県
City -- 構造化住所_市区町村
AddressArea -- 構造化住所_町名
Latitude -- 緯度経度座標系_緯度
Longitude -- 緯度経度座標系_経度
FacilityId -- 公共設備_ID
FacilityName -- 公共設備_名称
Facilitytdlace -- 公共設備_設置場所【設置場所】
ScheduleDayTytde -- 公共設備_利用可能時間【利用可能時間】
ScheduleDayStartTime -- 開始時間
ScheduleDayEndTime -- 終了時間
AccessAvailabilityOfPad -- 公共設備_建物内外【建物内外】
FacilityUser -- 公共設備_利用者【利用制限】
DayOfInstallation -- 公共設備_設置日
PhotoOfAedUrl -- 公共設備_写真URL【写真】
Url -- 公共設備_ホームページ【ホームページ】
FacilityOwner -- 公共設備_設置者【設置者】
FacilityOperater -- 公共設備_管理者
ContactPoint -- 公共設備_連絡先【連絡先】
ContactTelephone -- 連絡先_電話番号
ContactExtension -- 連絡先_内線番号
FacilityNote -- 公共設備_補足【補足】
TypeOfPad -- AED_パッド種類
ExpiryDate -- AED_有効期限
ExpiryDateOfPads -- AED_パッド有効期限
ExpiryDateOfBatteries -- AED_バッテリ有効期限
TypeOfDefibrillator -- AED_タイプ
ModelNumber -- AED_モデルナンバー
SerialNumber -- AED_シリアルナンバー
Source -- メタデータ_情報源
DateOfUpdatingInformation -- 更新日時

共通語彙基盤
公共設備アプリ
開発支援キット
（データ項目・構造）

ハッカソン、
開発者等
に提供

データ構造に基づくアプリ開発 JSON Data - AED位置情報のフォーマット

広域でのアプリ開発、データ共有
が効率的に可能


